















































 15 それは日本人児童の少なさに反映された。1921 年当時、高雄・鳳山・屏東の 3 郡の男子児童就学者
数は、高雄郡（日本人 626 人・台湾人 2421 人）、鳳山郡（94 人・1805 人）、屏東郡（207 人・2548 人）
であった（『高雄州第二統計摘要』1921 年、28 ～ 29 頁）。鳳山一帯の日本人男子就学児童は 3 郡中最
も少なく、100 人に満たなかったのである。
 16 同上、126 ～ 133 頁。
 17 『台南新報』1921 年 6 月 15 日。








































 19 『台湾民報』1926 年 8 月 1 日。
 20 『台湾民報』1928 年 10 月 7 日。
 21 1919 年当時、台湾における人口規模は、①台北（10 万 7706 人）、②台南（6 万 4768 人）、③台中（2
万 3592 人）、④嘉義（2 万 3085 人）、⑤基隆（2 万 1101 人）の順であった（『台湾総督府第二十三統
計書』1919 年、47 頁）。
